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学びのまち・仙台 市民カレッジ事業 

 平成 30 年 5 月 17 日（木） 

事業のねらい 【別紙資料参照】 

事業の概要・体系 【別紙資料参照】 

 教育振興基本計画（H24～H28）の基本的方向 4「人と社会をつなぐ豊かな学

びを創出する」。まちづくりにつながる社会教育の推進，学びの成果を生かす

仕組みづくりといった基本的施策の具現化を図ってきた。 

 平成 29 年度からは，第 2 期教育振興基本計画（H29～H33）に移行し，基本

的方向 2及び 3に基づいて講座を企画・運営している。 

市民カレッジ事業は，生涯学習支援センターが本市における生涯学習の支援

拠点として，全市域の市民を対象に，社会ニーズや現代的課題に対応した専門

的で質の高い学習の機会を創出することで，学びを通した市民力の育成を目指

すとともに，学習成果が地域や社会に還元されるような仕組みづくりを進めて

いる。 

企画にいたる背景 

 

 

 

「地域づくり・人材育成系講座」について 

◇「仙台再発見リレー講座」 

 市民を対象に「わがまち仙台」をテーマとして，歴史，産業，食，文化，ま

ちづくり等の視点から学びを広げ，地域の魅力に改めて気づくとともに，今後

の発展に自分なりの考えを持つことができるような講座を実施することで，地

域づくりに関わろうとする新たな人材の発掘や，そのような市民層の拡大を目

指し，平成27年度より全5回講座として実施している。 

◇「地域づくり支援講座（基礎・応用）」 

〔平成 26年度～27年度〕 

「地域づくり支援講座」は，地域づくりに必要な知識やスキルを修得するた

めのより専門的な学習機会を提供することにより，地域づくりを牽引する人材

を育成するために，全 8回実施した。 

〔平成 28年度～現在〕 

 平成 28 年度より地域づくり支援講座を「基礎講座」と「応用講座」とに分

けて実施している。 

 「地域づくり支援基礎講座」は，受講者が地域づくりに取り組もうとする際

に，どのような方法で活動をしていけば良いか，地域実践に活かせる知識・ス

キル等を身近な地域づくりの実践事例等を通して学ぶとともに身近な地域を

より良くするために主体的に行動する，地域を支えようとする人材育成をめざ

し，実施した。（全 5回） 

 「地域づくり支援応用講座」は，受講者が抱える地域づくりについての課題

が，地域づくりにかかるより専門的な学習を通して解決につながるよう支援す

るとともに，地域実践に活かせる知識・スキル等を身につけられる内容とし，

実施した。（全 5回）」 

事業対象者 ◇全市域の市民 

事業運営、進行等 

 

◇ 地域づくり支援基礎講座と応用講座とで同一のコーディネーターが講座 

デザインを行うことで，学びの一貫性を保障している。 

◇ 講座を系統立てて，つながりのある内容とすることで，より詳しく，より 

深く学ぶことができるようにしている。 

◇ 講座を学んで終わりではなく，講座受講後も学びを生かすことができる場 

 を設けることで，さらなる学びの循環を生み出すようにしている。 
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広報 ◇紙媒体 

チラシ ・・・市民センター58 館，市内社会教育施設等への配架。 

  ポスター・・・市民センター，地下鉄構内掲示板，社会教育施設 

◇電子等媒体 

市民センターホームページ，メール配信(登録者)，河北新報情報コーナー 

等マスメディア。 

  FB（フェイスブック）等の SNS による広報も検討する。 

※前年度までの受講者に対してチラシを送付するなどし，本人及び知人へ周 

知することで，受講者の増加を図る。 

実施内容 【別紙資料参照】 

事業費 平成 29 年度予算額 1,303 千円   平成 30 年度予算額 1,140 千円 

受講者数 

（実績，延べ人数） 

 

【仙台再発見リレー講座】             ○内の数：実施回数 

 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

仙台再発見 

リレー講座 
 175 名⑤ 226 名⑤ 150 名⑤ 

 

【地域づくり支援講座】 

 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

地域づくり支援講座 

(H26～H27) 
98 名⑧ 97 名⑧   

地域づくり支援基礎

講座（H28～現在） 
  81 名⑤ 104 名⑤ 

地域づくり支援応用

講座（H28～現在） 
  108 名⑤ 72 名⑤ 

 

【ライフマネジメント講座】 

 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

学び直し事業 

若者向け就労支援講座 
72 名③ 155 名③   

学び直し事業 

女性向け就労支援講座 
37 名③ 43 名④   

学び直し講座 

就労準備講座 
  46 名④  

学び直し講座 

現代的課題講座 
  211 名③  

ライフマネジメント

講座 
   53 名④ 

 

【現代的課題講座】 

 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

現代的課題講座 

 
   55 名③ 
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受講者数 

（実績，延べ人数） 

 

【市民プロデュース講座】 

 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

地域防災ﾘｰﾀﾞｰﾌﾟﾛﾃﾞ

ｭｰｽ講座（防災・減災） 
   124 名⑤ 

地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄﾘｰﾀﾞｰ

ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ講座 
   192 名② 

市民活動団体ﾌﾟﾛﾃﾞｭ

ｰｽ講座(手話通訳) 
   69 名③ 

 

受講者の反応 

（アンケート等） 

 

 

 

 

 

 

 

◇「仙台再発見リレー講座」 

・市民として生きて育った土地は，歴史を含め知りたい。 

・この機会にまち歩きをしてみたいと思いました。 

・仙台を再発見することができた。仙台を別の角度から見ることができた。 

・地域のまちづくりを考えたことがなかった。今回の受講で知ることができ 

た。 

・仙台のヒト，モノ，コトについて新しく発見したり，再発見したりする 

ことができたとともに，地域に目を向け次のステップに進むきっかけづく 

りとなった。 

◇「地域づくり支援講座（基礎・応用）」 

 ・活性化している町内会の事例を知ることができ，大変勉強になった。同時 

に課題も知ることができた。 

 ・地域の人の協力をどう得るのかや，そうした困難をどうやって乗り越えた 

かといった情報が欲しい。 

 ・地域づくりにおいてのプロセスが理解できた。 

 ・人材育成がいかに大切か，将来像を見据えた事業とは何か，考えるきっか 

けとなった。 

 ・自分自身のことを見つめることができた。 

◇「ライフマネジメント講座」 

 ・子育て中心の生活で，私自身のことを考える良いきっかけになった。 

 ・今まで自分を見つめる時間がなかったので，じっくり自分と向き合えてよ 

かった。 

 ・自分の考えを言葉に出して整理できた。 

 ・色々なことを色々な活動を行っているので，参加してみながら情報を得た 

り人脈を増やしたりしたい。 

◇「市民プロデュース講座」 

〔防災・減災講座〕 

 ・大変勉強になった。自分の住む地域の持ち帰れるお土産ができた。 

 ・すべての人に支援が行き届くようにするための国際基準があること初めて 

知った。 

 ・スフィア基準のことを聞き，自分の地域で互助ができるための手段をもっ 

と勉強したいと思った。 

 ・大変参考になった，地域や職場に戻ってみんなで話し合いたいと思った。 

 ・防災を切り口に多様な学びを得る機会に恵まれ，とてもよい講座だった。 

〔地域コーディネートリーダープロデュース講座〕 

 ・自分の読み聞かせの活動を誇りと自信を持つことができた。 

 ・自分が好きな本を読むだけではなく，気持ちや子どもたちが楽しめる空間 

の作り方，ネット検索等では出てこないことをたくさん聞くことができ 

た。やっぱり生が一番とあらためて思った。 

 ・明日からできることは何か，改めて考えるきっかけになった。 
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 ・自分にできることから取り入れていこうと思う。楽しい時間だった。 

 ・スキルアップになった。 

〔市民活動団体プロデュース講座（手話通訳）〕 

 ・強制されて知るのではなく，進んで行動してみることがやっぱり大切なの 

だと思った。 

 ・災害の時の聴覚障害者の大変さが分かった。今日の講座をろう者のために 

生かせるようにしたい。 

 ・相互理解，協力，支援ができる機会を見つけようと思う。 

受講者の変容 

（後追い事例等） 

◇ 地域づくり支援講座受講者が企画員となり，市民プロデュース講座「防 

災・減災講座」を企画運営している。平成 29 年度に 5 回講座を実施した。 

平成 30 年度も 5 回講座を実施予定。 

◇ 平成 28 年度に地域コーディネートリーダー研修（市民を対象とした研修） 

で発表した団体（4団体）から企画員を募り，地域コーディネーターや学校 

支援地域本部スーパーバイザーのスキルアップに焦点をあて，学校支援ボラ 

ンティアや地域づくりに携わっている方のスキルアップやこれから地域活 

動を始めるきっかけとなるような講座を企画・運営した。平成 29 年度は， 

学校支援ボランティア，特に読み聞かせボランティアに焦点を当て，読み聞 

かせを通じて学校支援及び地域づくりに活かせる内容で全2回講座として実 

施した。平成 30 年度は「多様性配慮，共生型社会」をテーマに学校支援及 

び地域づくりに資する市民の育成に取り組む予定。詳細は，今後の企画員会 

を経て決定。 

自己評価 

（成果と課題） 

〔成果〕 ・体系化された講座構成 

     ・学びの循環，知の還元の場の設定 

     ・受講者のニーズに一定程度沿った講座の展開 

     ・受講者（企画員）間のネットワークの構築及び発展 

     〔SBL(仙台市地域防災リーダー)・手話通訳→地域防災講座（障害

者理解）〕  

〔課題〕 ・受講後の学びの成果を生かす場の設定（継続受講者） 

     ・新規受講者の獲得 

     ・受講者のニーズの把握（アンケートの活用） 

     ・広報の工夫 

〔今後に向けて〕 

     ・学びの還元，知の循環の具現化を図るため，市民と協働して企画 

      する講座をさらに発展させる。 

・従来の広報手段に加え，新しい試みについて検討し，これまで広 

報が行きわたっていなかった市民にも情報が届くようにするこ 

とで，新規受講者の獲得を図る。 

・アンケート結果や社会情勢を考慮し，受講者のニーズに合った講 

座を企画する。 

     ・市拠点館として，全市的な課題やニーズに応えることができる講 

座を企画，運営する。 

次年度以降の展望 ◇学びの循環，知の還元の機会を一層増加させる。 

その他 

※他団体との連携 

※他事業との連携 

◇学びを支える人材育成事業との連携 

◇他社会教育施設との連携・協力 

◇NPO，市民活動団体等，関係団体との連携・協力 

 


